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取り」である。聞き取り は文字通り、話し手の体験、記憶などを聞き取ることである。第二に、 「聞き書き」である。これは、聞き取りの時点では いま な年月日やばらばら 話の内容を整理し、 「資料化」する作業である。こ 資料た聞き書きをもとに歴史叙述を行うのが、著者のい 「オーラル
･
ヒストリー」である。ただし、 「資料化」の作業はそう














































ヒストリーの方法について、留意すべき点を述べている。論点は多岐にわ るが、評者が普段おこなっている聞き取り調査において直面する問題 もあり それゆえに示唆をうけた点について、とくにと あげて述べてみたい。
　それは、 「語り手と聞き手の関係」である。著者は記す。 「話
し手は聞き手の年齢や職業あ いは『知 たがって ること』を敏感に察知して話をすすめるものである」 （二七二頁）と。本書で取り上げられている多くの事例 やはり著者がであるがゆえ 可能であったのだろう 思わされる部分 多い。そして、著者自身もそれに自覚的であ 。この問題の解決方法について著者は明示 ないが（そ そも解決しようのな 種類の問題であるか し ） 、オーラル
･
ヒス

















































「皆さんと一緒に考えていきたい」 （二六四頁） という点にある。最初に本書を歴史学への提言の 評したのも、 のかかる意図を汲んで こ である。ゆえに本書は、著者の経験にもとづくオーラル・ヒストリーの可能性や魅力と同時にその配慮すべき点、留意点などにつ ても委細に述べている。
　現在自治体史の編纂などを中心 、 「聞き取り」は徐々に行






































― 「兵士」 という文体』 （弘文堂、 二〇〇六年）
も、戦争体験を分析する視角として類似の内容を提起している。参照されたい。
（ひとみ 　さちこ・日本近代史）
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